
        令和４年度 自己評価・学校関係者評価 報告書 

Ⅰ 自己評価                  岐阜県立岐南工業高等学校   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 学 校 教 育 目 標 
（１）校訓「創意実践」のもと、知・徳・体の調和を目指し、心豊かで、創造力・実践力のある産業人を育成します。 

（２）全ての教育活動を通して「自立力」「共生力」「自己実現力」をバランス良く身に付けた人づくりを目指します。 

２ ス ク ー ル ・ ポ リ シ ー 

『 育 て た い 生 徒 像 』 
グラデュエーション・ポリシー（ＧＰ） 

『 生 徒 を ど う 育 て る か 』 
カ リ キ ュ ラ ム ・ ポ リ シ ー （ Ｃ Ｐ ） 

『 ど ん な 生 徒 を 待 っ て い る か 』 
アドミッション・ポリシー（ＡＰ） 

・主体的に行動し責任を持ち、基礎・基
本を身に付けた生徒 

・自己の役割を認識し、周囲と協力し、
工業の発展のために積極的に自己の能
力を生かそうとする生徒 

・規範意識・倫理観・創造力・実践力等
、職業人として必要な資質を身に付け
、工業技術を活用し社会に貢献する生
徒 

・産業界との連携や課題研究等を通し主
体的に学び続ける力、課題解決能力、
職業人として必要な資質や能力を育成 

・ものづくりや資格取得、各種コンテス
トへの参加から、知識・技能を習得、
社会人基礎力を身に付けた人材を育成 

・学校行事や部活動及び生徒会活動から
心身の健全な発育、仲間意識、責任と
規律を重んずる態度を育成 

・興味・関心を持ち、専門的な知識と高
度な技術の修得に誠実に取り組み、地
域産業の発展を支える人材になるとい
う意欲のある生徒 

・多様な人々とのつながりを大切にし、
他者と協働し目標に向け努力する生徒 

・高校生活に明確な目標を持ち、学習だ
けでなく資格取得や部活動にも意欲的
に取り組むことができる生徒 

３ 現 状 の 分 析 

○基礎学力に不安を覚える生徒に対するフォローもできている。 
○体験的な学習活動を通し課題解決力の向上と主体的、協働的に取り組む姿勢を育成している。 

▲オンライン授業等を実施することができた一方で、機器に苦手な教員はＩＣＴ機器を利用する頻度が少ない。 
○遅刻者数、交通事故件数ともに減少傾向にある。規範意識の向上に努めた。 
○頭髪については、以下のように多くの方の意見を取り入れ、本校の指導の在り方について方針を定めることができた。 
▲挨拶運動・指導を実施したが、満足のいくものではなかった。 
▲教育相談において、時間的な制限によりカウンセリングのみとなり、見立て、助言、援助と踏み込んだ支援が得られなかった。 

○就職希望者の一般企業の内定率は、今年度も100％を達成することができた。 
〇インターンシップ、企業見学、各種講習会等を実施し、進路支援の継続的な取組ができた。 
▲四年制大学進学希望生徒に、基礎力テスト、各種検査の結果と合わせて個に応じた適切な指導を行いたい。 

４ 学 校 の 抱 え る 課 題 

（１）交通事故件数の減少 

（２）欠席・遅刻に対する意識の低下と規範意識を高め、規律正しい高校生活の定着 

（３）教育相談の充実 

（４）より一層、生徒一人一人が、自らの学習状況やキャリア形成を見通すことができ、振り返ることもできる働きかけを研究 

（５）工業科職員だけでなく、普通科の教員も就職指導ができるよう、キャリア教育に関する職員研修の充実 

（６）進学者に対する学習指導など本校の進学指導の在り方を研究 

（７）教員のＩＣＴを活用した授業指導力の向上 

（８）外部の教育力の活用と本校の強みと弱みを把握し教育活動を改善 

５ 今年度の具体的な重点目標 

◇確かな学力の定着・向上を図ります。 

◇ものづくりを通して人づくりを推進します。 

◇部活動を通した人づくりを推進します。 

 

 

 

 



年     度     目     標 年   度   末  （途中）   評   価 

６ 評 価 項 目      

  領域・分野 

７ 重点目標の達成に必要な 

  具体的取組・方策 

８ 達成度の判断・判定基準 

  あるいは評価指標 

９ 取組状況・実践内容 

  評価項目の達成状況等 

10 評価 

A･B･C･D 
11 成果と課題 

12 総合 

  評価 

１確かな学力の

定着・向上を

図ります。 

①理数系科目の７限目授業を実
施します。 

①生徒による授業評価の結果 ①アンケートの結果から80％以上で良
好との回答 

 

Ａ 
○朝学習や学び直し学習会
における個別指導を実施
することにより、基礎学
力の改善を図ることがで
きた。 

▲課題を解決するために必
要な思考力や判断力の育
成が必要で、生徒に身に
付けさせたい力を各教科
において明確にし、授業
改善が必要。 

○主体的、協働的に取り組
む姿勢を育成する教育に
外部から高い評価を得た
。 

〇病気等で登校できない生
徒に対して、授業動画の
配信を実施し、授業補償
や学び直しに役立てるこ
とができた。 

▲運用面において機器のト
ラブルや自宅学習の対応
、ICT機器の活用方法に
課題が残る。 

 

   Ａ 

 

   Ｂ 

 

   Ｃ 

 

   Ｄ 

 

➁学びなおし学習の個別指導に
より、基礎学力の定着を行いま
す。 

➁生徒・保護者のアンケート結
果 

 

➁アンケートの結果から８０％以上で
良好との回答 

 
 

 

Ａ 

③ＩＣＴを活用した授業の実践
・研究をします。 

④公開授業や職員研修会な
どにより、職員同士が学
び合い、指導力の向上を
図ります。  

⑤全職員の共通理解のもと、規
律ある授業で学力向上を推進
します。 

⑥海外プロジェクト等外部活力
を活用したキャリア教育を充
実させ、進路希望に応じた進
路指導を行います。 

③基礎力テストの結果と分  
析 
 
 

③家庭学習時間が年々低下している傾
向である。 
 
 

Ｂ 

 

④研究授業・公開授業の教員間
評価や感想 

 

④研究授業・公開授業を行い多くの先
生が授業参観することで、自分自身
の授業を振り返ることができた。他
教科の授業を参観することで、他教
科がどのように指導をしているか知
ることができた。日頃指導している
生徒が、他教科ではどのように学習
しているかが分かった。 

 

Ａ 

 

⑤研究授業・公開授業・職員研修
の実施件数 

⑤研究授業・公開授業・職員研修の実施
件数  7回 

Ａ 

 

 

２ものづくりを 

通した人づくり 

を推進します。 

① 技能検定等の取得を目指しま
す。 

①技能検定等の合格者数の比較 ①技能検定の受験者も昨年に比べ1.3
倍受験している 
表彰者、資格・検定取得者について
は、本校の顕彰制度規定による3年
生表彰者が全体の金賞38.8%、銀賞
27.4%、銅賞20.5%の割合であり、前
年度より増加している。 

Ａ 〇生徒が、多くの資格・試
験にチャレンジし取得し
ているので今後も継続し
て指導をする。 

 
 
 

②ものづくりコンテストなど各
学科の特徴を生かした競技会
に積極的に参加します。 

➁各科の各種コンテスト結果 ② 
・パテントコンテスト（主催:文科省
、特許庁等）日本弁理士会会長賞＋
優秀賞（２作品） 

・第30回衛星設計コンテスト 
宇宙科学振興会賞（主催：日本機械
学会等） 

・POPコンテスト2022（主催：名古屋
学院大）最優秀賞、優秀賞 

・缶サット甲子園 岐阜地方大会（主
催:岐阜大）第２位 

・ロボットアイデア甲子園 

Ａ 〇ものづくりコンテストで
は、優秀な成績を収める
ことができ継続した指導
をしていきたい。 

〇各種コンテストに積極的
に参加し、優秀な成績を
収めることができ、その
成果が大学進学へ嫁無か
った。 

▲コンテスト参加が一部科
となっているので、全科
でコンテスト参加を推進



優秀賞＋ｱﾚｯｸｶﾜｲ賞（主催：日本ﾛﾎﾞ
ｯﾄ工業会等） 

・全国高等学校デザイン選手権大会
2022入選（主催：東北芸術工科大） 

・美濃和紙あかりアート展 入選（主
催：美濃市観光協会等） 

・岐阜県工業高校生ものづくりコン
テスト｢電気工事部門｣優秀賞２名
、｢木工加工部門｣、｢測量部門｣最
優秀賞。 

・ものづくりコンテスト(岐阜県教育
委員会) 電気工事部門 2位入賞3
位入賞、測量部門 最優秀賞(第1
位) 東海大会出場決定 

・自動車整備部門 準優勝 若年者
ものづくり競技大会出場 

する必要がある。 
▲生徒のものづくり技術支
援体制の継続とさらなる
向上が課題である。 

 

③産学官の連携や地域イベント
でのものづくり体験を通して
、コミュニケーション能力を
培い、地域へ貢献できる人材
の育成をします。 

 
④インターンシップを実施し勤
労観・職業観の育成をします。 

③生徒・保護者のアンケート結  
果 
 
 
 
 
 

③ 
・コロナ禍で、事業所の訪問やインタ
ーンシップ、オープンキャンパスな
どに参加することが困難であったに
もかかわらず、工夫され子どもたち
が進路決定に困らないように指導し
ていただき感謝しています。 

Ａ 

 

 

 

 

 

〇何をしている企業か、あ
らかじめ調べることによ
り主体的な取り組みを育
成し、インターンシップ
の目的を理解させた。 

〇建設の仕事への誇りや社
会を良くしようとする使
命感を強く感じました。
本校土木科もそのような
志高き土木技術者を輩出
できるようにしたい。 

〇コロナの影響が残る中、
以前の生活に戻りつつあ
るものの各種行事の実施
に当たっては慎重に検討
をして取り組んだ。 

〇今年も業界をはじめ各企
業の理解とご尽力により
、企業見学や合同体験フ
ェア、建設現場を見学・
体験することができ、学
んできた学習内容の確認

④インターシップの評価や感想 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④夏季休業中を2期に分け、学校紹介
90社(207人)、家庭紹介4社(9人)の
事業所の協力を得て、対象は２年生
全員（218人）（期間Ⅰ：7/27-7/29
、期間Ⅱ：8/17-8/19その他）。 

・インターンシップが本校キャリア教
育、進路決定の重要な柱であり、今
後も充実したインターンシップを実
施したい。 

・意欲的に作業に取り組み、社員とも
上手にコミュニケーションが取れて
、社会に出てからも早く馴染めると
思う。多くの技術を習得しようと、
質問してメモを取る姿勢に向上心が
伺えた。 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑤産学官の連携や地域イベ
ント体験参加者アンケート
結果  

⑤ 
・建築工業会現場見学会 
  羽島高校の校舎改築、建築工事 
  岐阜農林高校部室改築、建築工 事 
・若年者地域連携事業（中小企業見学
会）西濃建設(株)・(株)フォレスト
ノート 

・資格セミナー 
・ハウジングギャラリー見学 
・就職セミナー 
・専門工事業体験フェア 
・厚生労働省「ものづくりマイスター
制度」の活用 

 技能検定大工技能３級の実技指導 
・知財力開発支援事業 岐阜ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ
工業株式会社、中部電力パワーグリ
ッド株式会社 

・電気工事協同組合との交流事業 
・建設系企業との交流サロン 
・松野組現場見学会 
・ぎふサイエンスフェスティバル 
・中小企業職場見学会 

西濃建設職場見学会 
・根尾川橋IHI・横河JV出前授業 
・㈱ROBOZ ドローン出前授業 
・中小企業職場見学会 
 株式会社エイエムディ自動機、株

式会社Hozumi加藤製作所 
・浜岡原子力発電所見学会 
・キャリア教育支援授業 
 中部管区警察局情報通信部・名古

屋工学院専門 
・産学金官連携人材育成事業 
 株式会社ナベヤ、株式会社J-MAX 
・ロボット講習会（中部大学 教授） 

 

Ａ 

をさせることができた。
これらも体験を通し、担
い手を育成できるよう取
り組んでいきたい。 

〇昨年度と違い、多くの行
事やイベントは実施する
ことができた。 

〇外部講師の方々に来てい
ただき、情報社会を支え
る仕事、通信情報社会と
私たちの暮らし、資格を
取得することの意義につ
いて講演いただいた。 

〇AIの研究概要や、実際に
ロボットに触れプログラ
ミングすることによって
生徒のものづくりに対す
る興味や関心が今まで以
上に高まる有意義な体験
ができた。どの様に大学
教授になったのかの話も
大変興味深く参考になっ
た。 

 

 

３部活動を通し 

た人づくりを推 

進します。 

➀元気な挨拶、高校生らしい身

だしなみや遅刻をしないなど、

マナーや時間を守る意識を高

め、規律正しい生活習慣を確立

します。 

①部活動やボランティア活動参

加人数や回数 

 

 

 

 

① 
・全校の78.8%の生徒が部活動に加

入し活動をしている。 
・自転車・レスリング・卓球・バ

レーボール・陸上競技など多く
運動部が東海・全国大会に出場 

・文科系部においても、コンテス
トなどで優秀な成果を開けた。 

・ＭＳリーダーに参加する生徒が
多く、挨拶運動・交通安全運動

Ａ ○部活動が全員加入でない

なか、多くの生徒が部活

動に励んでいる。 

▲生徒減少期に向けて、部

活動数の精選を今後考え

る時期となっている。 

〇生徒は機会を提供すると

積極的に行動してくれる

。 

 



などに積極的に参加した。 
・岐阜科学塾｢テクノスクール｣な

ど、外部団体イベントの運慶に
協力をした。 

②他者への思いやりや、助け合

いながら切磋琢磨していく向上

心を育成します。 

➁生徒・保護者のアンケート結

果 

 

➁挨拶運動はとても良い取組であ
ると思います。社会に出ても朝の
挨拶で始まり、帰りの挨拶で終わ
ると言う行為が日常的にできる社
会が適切であると思います。今後
もこの活動は継続していただきた
い。 

Ａ 

   
13  来年度に向けての改善方策案 

Ⅱ 学校関係者評価     年月日：令和５年２月９日  

 

 

 

 

 

 

・基礎学力をつけるための朝学習は効果的だと思います。今後も継続していた

だき基礎学力の定着をお願いしたい。 

・情報発信でインスタグラムが開設され、学校での活動の様子など情報を見ら

れるのは良いと思う。 

・特色のある工業高校をつくるには、外部（若年層）の奇抜な意見を聞けるよ

うな機会を設け、柔軟な発想が必要であると思います。そして、なにより高

い専門性をもった生徒を育成してもらいたい。 

・挨拶運動はとても良い取組であり今後もこの活動は継続していただきたい。 

・挨拶ができ人の話が傾聴できる。真面目で緊張しながらもコミュニケーショ

ンをとろうとする生徒を見て好感が持てました。 

・全体的に優れた技術を持つ生徒が多く、就職率が高いことにも納得しました

 。 

・子どもたちが進路決定に困らないように指導していただき感謝しています。 

・普通科志向が高まる中、岐南工業高等学校に来れば、専門大学へ行く近道で

あり、専門技術が早く習得でき、技術者として地域に貢献できることをもっ

と周知していただきたい。 

 

 

 

 

 

・「時を守り、身をただし、元気にあいさつ」のもと、規律正しい生活習慣を確立す

る指導と、社会人としての倫理観を事あるごとに全職員で育成していく。 

・遅刻指導、交通安全指導、情報モラル指導など、担任・学科、生徒指導で連携して

取り組む。 

・朝学習の内容と方法について、組織的に対応し効果的にできるよう検討し実施す

ることにより、基礎学力の改善を図る。 

・普段の学習内容の理解を向上させるためには、基礎的・基本的な知識と技能の習得

を図るとともに、それらを活用して課題を解決するために必要な思考力や判断力の

育成が必要で、生徒に身に付けさせたい力を各教科において明確にし、「主体的・

対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を図る。 

・ICT機器の活用したわかりやすい授業、学習の足跡の見えるか（学習履歴（スタデ

ィ・ログ）や、個別最適な指導ができるように教員のＩＣＴ活用指導力向上を図

る。 

・本校の魅力や本校の就職・進学の動向など、専門技術が早期に習得でき技術者とし

て地域に貢献できることをもっと地域の方に情報発信をする。 

 



令和 4年度 自己評価・学校関係者評価 報告書 
                                     岐阜県立岐南工業高等学校   

 
Ⅰ 自己評価 

1 学 校 教 育 目 標 

１ 校訓「創意実践」のもと、知・徳・体の調和を目指し、心豊かで、創造力・実践力

のある産業人を育成します。 

２ 全ての教育活動を通して「自立力」「共生力」「自己実現力」をバランス良く 

身に付けた人づくりを目指します。 

2 スクール・ポリシー 

『 育 て た い 生 徒 像 』 
グ ラデ ュ エー シ ョ ン ・ ポ リ シー （ Ｇ Ｐ ） 

『 生 徒 を ど う 育 て る か 』 
カ リ キ ュ ラ ム ・ ポ リ シ ー （ Ｃ Ｐ ） 

『どんな生徒を待っているか 』 
ア ド ミ ッ シ ョ ン ・ ポ リ シ ー （ Ａ Ｐ ） 

・主体的に行動し責任を持ち

、基礎・基本を身に付けた生

徒 
・自己の役割を認識し、周囲

と協力し、工業の発展のため

に積極的に自己の能力を生

かそうとする生徒 

・規範意識・倫理観・創造力・

実践力等、職業人として必要

な資質を身に付け、工業技術

を活用し社会に貢献する生

徒 

 

 

・産業界との連携や課題研究

等を通し主体的に学び続け

る力、課題解決能力、職業人
として必要な資質や能力を育

成 

・ものづくりや資格取得、各種

コンテストへの参加から、知

識・技能を習得、社会人基礎

力を身に付けた人材を育成 

・学校行事や部活動及び生

徒会活動から心身の健全な

発育、仲間意識、責任と規律

を重んずる態度を育成 

・興味・関心を持ち、専門的な

知識と高度な技術の修得に

誠実に取り組み、地域産業の
発展を支える人材になるとい

う意欲のある生徒 

・多様な人々とのつながりを

大切にし、他者と協働し目標

に向け努力する生徒 

・高校生活に明確な目標を持

ち、学習だけでなく資格取得

や部活動にも意欲的に取り組

むことができる生徒 

 

3 評価する領域・分野 
 

 

◇教育課程・学習指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

4 現状、生徒及び保護者等を対象

とするアンケートの結果分析等 

『生徒対象アンケート結果』 

下記の（１）～（４）の各問に「あてはまる」と回答した生徒の割合 

（１）｢熱心に学習指導・生徒指導などに取り組んでいる先生が多い」  

   ９２％(R2) →９３％(R3) →９1％(R4) 

（２）「専門的知識が豊富であり、授業内容について信頼できる先生が多い」 

９１％(R2) →９４％(R3) →９１％(R4) 

（３）「授業の教え方や説明が分かりやすい先生が多い」 

８０％(R2) →８９％(R3) →８５％(R1) 

（４）「本校の先生は、授業や家庭学習への指導・支援等を通して一人一人の能

力に応じた指導を行っている」 

８１％(R2) →８６％(R3) →８2％(R4) 

・上記は授業に関する生徒アンケートの３年間の推移である。全体的に８割以上
の肯定的な回答が得られた。コロナ禍の影響により、授業にも多様な制限がか

かり、平時と異なる授業展開になることも多い中、各教員が熱心に指導し、それ

を多くの生徒が好意的に受け止めている状況が読み取れる。 

 

『保護者対象アンケート結果』 

下記の（１）～（４）の各問に「あてはまる」と回答した生徒の割合 

（１）｢職員は、学校経営や教育活動に熱心に取り組み、魅力ある学校づくりの意

気込みが感じられる」 

８７％(R2) →８９％(R3) →8２％(R4) 

（２）｢教職員は授業を通して､学力が向上するように指導している｣ 

８４％(R2) →８６％(R3) →79％(R4) 

（３）｢学校はICTを活用した学習活動や協働的な学びの機会、オンライン等で
の学習支援などにより、生徒の理解を高めようと努力している」 

７９％(R2) →８４％(R3) →69％(R4) 

（４）｢授業や家庭学習への指導・支援を通して一人一人の能力に応じた指導を

行っている」 

７１％(R2) →８６％(R3) →７3％(R4) 

・上記は授業に関する保護者アンケートの３年間の推移である。全体的に数値

が下がっているが、「わからない」の回答数が多くなっていることから、コロナ禍



で保護者の方に学校に来校していただく機会が減ったことが要因として考えら

れる。保護者の方に本校の学習活動について理解を得られるよう改善が必要で

ある。 

5 今年度の具体的かつ明確な重点

目標 
◇生徒一人一人に主体的な学習を促し、将来に繋がる基礎学力の定着。 

6 重点目標を達成するための校内

における組織体制 

 

・教務部、工業部、進路指導部、生徒指導部が連携し推進する。 

 

7 目標の達成に必要な具体的な取組 8 達成度の判断・判定基準あるいは指標 

（１）理数系科目の７限目授業を実施する。 
（２）基礎学力が不足している生徒は、学びなおし学習

会で個別指導を行う。 

（３）ＩＣＴを活用した授業の実践・研究する。 

（４）公開授業や職員研修会などにより、職員同士が学

び合い、指導力の向上を図る。 

（５）全職員の共通理解のもと、規律ある授業で学力向

上を推進する。 

（６）外部活力を活用したキャリア教育を充実させ、進路

希望に応じた進路指導を行う。 

①生徒による授業評価の結果 
②生徒・保護者のアンケート結果 

③基礎力テストの結果と分析 

④研究授業・公開授業の教員間評価や感想 

⑤研究授業・公開授業・職員研修の実施件数 

9 取組状況・実践内容等 10 評価視点  11  評 価 

（１）朝学習を年間通して実施するとともに、学び直し学

習会による個別指導を実施した。 

（２）生徒の実態を踏まえた上で、進路実現に適する学

習教材を研究し、検討・選定を行った。 
（３）積極的なＩＣＴ機器の活用に向け、環境整備ととも

に職員研修の充実に努めた。 

（４）「文化祭」などにおいて、本校の学習に関する教育

活動を評価する機会を設定した。  

①生徒による授業評価の結果が 

向上したか。 

②生徒を対象とするアンケートの結果

が向上したか。 
③保護者を対象とするアンケートの結

果が向上したか。 

④進路実現のための授業展開がさ

れ、充実しているか。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
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成

果 

課

題 

○朝学習や学び直し学習会における個別指導を実施することにより、基礎学力の改善を

図ることができた。普段の学習内容の理解を向上させるためには、基礎的・基本的な知

識と技能の習得を図るとともに、それらを活用して課題を解決するために必要な思考力

や判断力の育成が必要で、生徒に身に付けさせたい力を各教科において明確にし、授

業改善が必要。 

○工業高校の特色である実践的、体験的な学習活動を通し課題解決力の向上とともに、

地域産業を支え社会に貢献しようと主体的、協働的に取り組む姿勢を育成する教育に

外部から高い評価を得た。 

▲GIGAスクール構想により、病気等で登校できない生徒に対して、授業動画の配信を実

施し、授業補償や学び直しに役立てることができた。一方で、運用面において機器のトラ

ブルや自宅学習の対応、ICT機器の活用方法に課題が残る。 

 

総 合 評 価 

 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

 

 

13 来年度に向けての改善方策案 
（１）学習評価を生かした授業改善 

学習指導要領の改訂に伴い、今年度から学力の 3要素である観点別評価が行われるようになった。3観点に沿っ

た目標設定と指導と評価の計画が明確になった学習指導案を作成し、生徒に身に付けさせたい力に近づくよう授業

改善を図り、教科ごとの単元の横のつながりや、他教科の学習内容のつながりを検討する必要がある。 
（２）外部の教育力の活用 

「楽しい」と実感できる学校であるとともに、好奇心や探究心が豊かな人材育成を図る必要があるが、社会で展開

される技術革新が速く、専門的な知識や技術の学びを教員だきで担うことが困難となっている。企業や大学などと連

携し、実情に合わせた学びを取り入れ、地域の求める人材育成をしていくことが必要である。 

 

Ⅱ 学校関係者評価                            実施年月日 令和５年２月９日 

・基礎学力をつけるための朝学習は効果的だと思います。今後も継続していただき基礎学力の定着をお願いしたい。 

・教務部からの発信でインスタグラムが開設され、学校での活動の様子など情報を見ることができるようになった。若い

世代のみならず、手軽に情報を見られるのは良いと思う。 

・特色のある工業高校をつくるには、外部（若年層）の奇抜な意見を聞けるような機会を設け、柔軟な発想が必要で
あると思います。そして、なにより高い専門性をもった生徒を育成してもらいたい。 

 



 

3 評価する領域・分野 

 

 

◇生徒指導(含む教育相談) 

4 現状、生徒及び保護者等を対象

とするアンケートの結果分 
析等 

『生徒対象アンケート結果』 

下記の（１）～（4）の各問に「あてはまる」と回答した生徒の割合 

（１）「悩みや相談事に親切に対応してくれる先生が多い」 

８４％(R2) →９１％（R３）→８6％(R4) 

（２）｢本校では、人間としての基本的なモラルやマナーを身につけさせようと努

めている」 

    ９３％（R2）→９５％（R３）→９4％(R4) 
（３）｢本校の生徒は、誰に対しても自然に挨拶が出来る｣ 

    ８７％(R2) →９１％（R３）→９1％(R4) 

 

・上記は生徒指導に関する生徒アンケートの３年間の推移である。コロナ禍で、

心に不安や悩みを持つ生徒が増えており、本年度は特に教育相談の対応に力

を入れてきたが、さらに強化する必要がある。 

 

『保護者対象アンケート結果』 

下記の(１)～(３)の各問に「あてはまる」と回答した保護者の割合 

（１）｢学校では、個々の生徒の相談に丁寧に応じている」 

  ８５％(R2) →８６％(R３) →76％(R4) 

（２）｢学校は、高校生としてのマナーや社会規範を身につけさせる指導を行っ
ている｣ 

   ９２％(R2) →９６％(R３) →89％(R4) 

 

・上記は生徒指導に関する保護者アンケートの３年間の推移である。コロナ禍

で、やはり「わからない」と回答する保護者が多く、保護者への情報提供が

課題である。生徒アンケートと同じく、マナーや社会規範を身に付けさせる指

導や身だしなみ指導に理解をいただいている。 

5 今年度の具体的かつ明確な重点

目標 

具体的目標 

◇(1)時を守り (2)身をただし (3)元気に挨拶 

（１）遅刻の減少→社会人基礎力の育成、交通事故の減少 

（２）身だしなみ指導→社会人基礎力の育成、規範意識の向上 

（３）元気に挨拶→コミュニケーション能力の向上と生徒理解 

◇教育相談の充実 

6 重点目標を達成するための校内

における組織体制 

 
・生徒指導部、教務部、工業部、進路指導部が連携し全教職員で推進する。 

 

7 目標の達成に必要な具体的な取組 8 達成度の判断・判定基準あるいは指標 

（１）登校指導時の交通安全、遅刻、身だしなみの指導。 

（２）教育相談(特別支援等)の研修を行う。 

（３）ホームページや学校メール等を活用し、保護者に情 

報提供をする。 

①昨年度の統計との比較と分析 

②教育相談的指導の改善 

（いじめ･不登校等早期対応） 

③指導生徒の改善（身だしなみ、遅刻、欠席） 

9 取組状況・実践内容等 10 評価視点  11  評 価 

（１）遅刻指導は「遅刻改善用紙」や「生活改善用紙」 

を用い、遅刻原因の分析と生活改善を促した。 

（２）マナーアップウィークを設定し、授業中の規範意識 

と挨拶を高める指導を行った。 

（３）頭髪指導については、外部機関、生徒会と協力し、 

時代に即した校則の見直しを行った。 

（４）スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー 

事業を積極的に活用する。欠席者に対する対応方法 
を教育相談､保健室､図書館と連携をとり支援が必 

要な生徒の早期対応を行った。 

①遅刻者数は減少したか。  

 

②落ち着いた雰囲気で、朝のスタート

ができたか。 

③校則について外部の意見を取入れ 

検討できたか。 

④スクールカウンセラーとともに組織

的に生徒をサポートできたか。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
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成

果

○コロナ禍のため例年との単純な比較はできないが、遅刻者数の減少に向けて取り組んだ。
遅刻は交通事故とも密接な関連があると考え、基本的生活習慣と絡めて担任・学科、生

徒指導で連携して取り組んだ。しかし、一部ではコロナ禍慣れして、欠席・遅刻などの基本

的生活習慣が乱れ、生活態度がルーズになる生徒が見られた。また、９・１０・１１月は異常

 
総 合 評 価 

 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 



・ 

課

題 

なほど遅刻数が増大したが、生徒指導・学科・担任が情報共有の上で｢遅刻総数減少｣に

向けて呼びかけ指導をした成果もあり、例年遅刻数が増大する１２・１月は例年と比べると

非常に減少した。しかしながら、遅刻者数と交通事故数が連動しているのか、日頃から注

意力に課題のある生徒を含め、交通事故が多く発生した。その中で、毎日の指導の積み

重ねの重要性を痛感した。また、交通マナーについての苦情に対しは、警察署と連携する

などして、規範意識の向上に努めた。 

○頭髪については、本校へ求人活動で来校された企業の採用担当者から意見を取り入れ、 

本校の頭髪指導の在り方について、方針を定めることができた。 

  今後は、保護者の意見を取り入れ、その結果を踏まえてホームページに掲載し、周知を

図りたいと考える。 

▲多くの先生による登校時の挨拶運動や、マナーアップキャンペーンによって、授業開始・終
了時の挨拶の励行をした。コロナ禍になって「マスク着用」にて学校生活を送る機会が増

え、本校の長所・特徴でもあった「元気な挨拶」が停滞気味であることが心配である。 

〇教育相談は、SOSの出し方に関する教育の実施やケース会議の開催など、多くの先生方

の協力により機能している。また、スクールカウンセラーと教育相談担当との連携により、心

身に不安を抱える生徒の支援に大変大きな成果があった。欠席がちな生徒の再登校支援

につながった好例もあった。 

 

 

13 来年度に向けての改善方策案 

 （１）交通事故件数の減少 

命に関わる大切な指導であるため、交通事故への危険予知動画や自転車運転のマナーについての題材を積極 

的に取り入れ、入学当初よりＬＨＲ等で実施していきたい。また、Webや動画に情報モラル講話を実施する予定で 

あるので、題材を充実し、検証していく必要がある。 

 （２）長引く新型コロナウイルス感染症対策による、欠席・遅刻に対する意識の低下への対応 

マナーアップウィーク等の実施、５分前着席の徹底により、遅刻や身だしなみについての規範意識を高め、規律
正しい高校生活の定着を図る。 

 （３）教育相談の充実 

いじめや不登校等の早期発見・早期対応を心がけ、事後の対応についても、スクールカウンセラーやＳＳＷ等を 

活用し、教育相談の充実や教職員間の連携を密にして情報共有に努める。  

 

Ⅱ 学校関係者評価                            実施年月日 令和５年２月９日 

・挨拶運動はとても良い取組であると思います。社会に出ても朝の挨拶で始まり、帰りの挨拶で終わると言う行為が日常

的にできる社会が適切であると思います。今後もこの活動は継続していただきたい。 

・挨拶で始まり、挨拶で終わる、人の話が傾聴できる。主体的に活動させることでマナーや振る舞いの切り替えができ

ないことにならないよう指導をしていただきたい。真面目で緊張しながらもコミュニケーションをとろうとする生徒を見

て好感が持てました。 

 

 

3 評価する領域・分野 

 

 

◇進路指導 

4 現状、生徒及び保護者等を対象

とするアンケートの結果分析等 

『生徒対象アンケート結果』 

下記の（１）～（３）の各問に「あてはまる」と回答した生徒の割合 
（１）｢本校では、生徒に適した進路情報を示し、生徒の可能性を引き出そうとし

ている」 

    ９０％(R2) →９４％(R３) →８９％(R4) 

（２）｢本校では、生徒の将来の希望に沿った具体的な進路指導が行われてい

る」 

８７％(R2) →９４％(R３) →89％(R4) 

（３）｢本校では、マナーやコミュニケーション能力を高め、産業人としての資質

を養う指導がなされている｣  

    ８３％(R2) →９１％(R３) →87％(R4) 

・上記は、進路に関する生徒アンケートの３年間の推移である。アンケート結果

では概ね８割を超える肯定的な回答が得られているが、コロナ禍で進路に

対する不安を抱えている生徒は多く、より一層、キャリア教育の充実が求め
られている。 

 

『保護者対象アンケート結果』 

下記の（１）～（３）の各問に「あてはまる」と回答した保護者の割合 

（１）｢学校は、進路説明会等、保護者が必要とする進路情報を提供する場を設



けている｣  

    ７８％(R2) →８１％(R３) →79％(R4) 

（２）｢学校は、生徒の進路に沿った適切なアドバイスをしてくれる｣  

    ７６％(R2) →８２％(R３) →7９％(R4) 

（３）｢学校では、マナーやコミュニケーション能力を高め、産業人としての資質

を養う指導がなされている｣  

    ８７％(R2) →９０％(R３) →８９％(R4) 

・上記は、進路に関する保護者アンケートの３年間の推移である。コロナ禍の

ため、進路に関するガイダンスや企業訪問の中止が回答に大きく影響して
いる。「わからない」という回答が多くあることからも、保護者への進路情報

提供の在り方について課題が明確となった。 

5 今年度の具体的かつ明確な重点

目標 

・社会人基礎力を身につけた地域社会を担う産業人の育成 

 

6 重点目標を達成するための校内

における組織体制 

 

・進路指導部、教務部、工業部、生徒指導部が連携し全教職員で推進する。 

 

7 目標の達成に必要な具体的な取組 8 達成度の判断・判定基準あるいは指標 

（１）外部活力の積極的な活用 

（２）１年生から進路目標を明確にし、各学年の発達段階

に応じた内容を検討してガイダンスの実施 

（３）教務と連携し、協働学習を意識した授業の推進 

①基礎学力診断テストの結果 

②全職員による朝学習の取り組み達成度 

③学び直し学習のために、Ｗｅｂを介した学習教材を導入し

実施 

④昨年度の統計との検証 

9 取組状況・実践内容等 10 評価視点  11  評 価 

（１）各学年において、重点目標を定め、目標に向けて

ガイダンス等を実施した。 

（２）インターンシップ（２年生全員３日間）の実施 

（３）外部の教育力活用による研修や企業見学の実施 
（４）大学などの進学者へ学力向上に向けた取り組み

の実施 

①朝学習の到達度 

    

②基礎力テストの結果 

 
③各学年重点目標の達成度 

 

④課題の進捗状況、達成度 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
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成

果

・ 

課

題 

○就職希望者の一般企業の内定率は、今年度も100％を達成することができた。難易度の

高い公務員に合格できた。 

〇昨年度の反省を生かし、コロナ禍ではあったが工夫を重ね、インターンシップ、企業見学 

卒業生と語る会、コミュニケーション向上研修、各種講習会等を実施し、進路支援の継

続的な取組ができた。 

▲大学などの進学に対応したカリキュラムの編成や、Ｗｅｂを介した学習教材の導入などを

行っているが、学力の向上が課題となっている。推薦入学を希望する生徒には、基礎力テ

スト、各種検査の結果と合わせて個に応じた適切な指導を行いたい。 

 

総 合 評 価 

 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

 

 

13 来年度に向けての改善方策案 

（１）早期から確実に進路実現をするために、より一層、生徒一人一人が、自らの学習状況やキャリア形成を見通すこ

とができ、振り返ることもできる働きかけを研究する。 

（２）工業科職員だけでなく、普通科の教員も就職指導ができるよう、企業研究などを通してキャリア教育に関する職

員研修の充実を図る。 
（３）進学者に対して、進学先の学校が求める人物像を確実に身につけさせ、入試条件に合致できる学力の指導と実

績が残せる活動の指導を合わせた進路指導の在り方を研究する。 

 

Ⅱ 学校関係者評価                            実施年月日 令和５年２月９日 

・全体的に優れた技術を持つ生徒が多く、就職率が高いことにも納得しました。特に建築分野での「BIM」など最新の

ことを取り入れて学習するなど社会で即戦力になる人材育成がなされていることに感謝します。 

・コロナ禍で、事業所の訪問やインターンシップ、オープンキャンパスなどに参加することが困難であったにもかかわらず

、工夫され子どもたちが進路決定に困らないように指導していただき感謝しています。 

・普通科志向が高まる中、岐南工業高等学校に来れば、専門大学へ行く近道であり、専門技術が早く習得でき、技術

者として地域に貢献できることをもっと周知していただきたい。 

 


